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はじめに

　この報告では，前報１）に引き続き島根県にお

ける沿岸漁業のうち「いわしすくい網漁業」及び

「いわし浮しき網漁業」を取り扱う．これら漁業

の操業実態と主漁獲対象魚種であるカタクチイワ

シ及びウルメイワシ当歳魚の漁況について知見を

整理した結果を述べる．

　いわし類幼魚の漁況については，対馬海流流域で

は山口県長門沿岸におけるカタクチイワシの漁業生

物学的調査研究２）はあるものの，島根県沿岸域での

調査報告はほとんどない．今回，この調査研究を通

じて島根県沿岸域，特に島根半島沿岸域における当

該漁業の漁業実態及びそれらの漁獲対象魚種の漁況

について解析を行ない，カタクチイワシ当歳魚の漁

場形成について若干の考察を試みた．

資料と方法

　漁況に関する資料は島根県水産技術センターが

漁獲管理システム３）によって収集している県内の属

人漁獲統計から該当する部分を抽出した．水温及び

いわし類の卵・稚仔，カタクチイワシ幼魚に関する

資料は「我が国周辺水域資源調査推進委託事業」に

よって実施した調査から得られたものである．水温

については，山口県～鳥取県の各水産研究機関が海

洋観測の対象とした水域（図１）における１℃毎

の水塊体積を森脇ら４）の方法によって求めた．漁

況と海況パターンとの関係について検討したが，

海況パターンは対象水域について日本海区水産研

究所が発行している日本海漁場海況速報５）の100m
深等温線図を用いて検討した．卵・稚仔の資料は佐

賀県～島根県の各水産研究機関が担当の水域で採集

した結果を用いた．また，カタクチイワシ幼魚の資

料は同上の委託事業のうち「マアジ新規加入量調査」
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のなかで島根県水産技術センターが担当した水域か

ら得られた結果である．さらに，漁業の実態を把握

するため該当する漁業種類について聞き取り調査を

行うとともに，実地に当該漁業操業船に乗船して漁

具や操業方法等の調査を実施した．

結果と考察

１．漁業の実態　

　主に聞き取り及び乗船調査から得た結果である．

（ⅰ）いわしすくい網漁業

　漁船：４トン～ 10 トン未満の１隻，乗組員は

２～３名で操業する．イカ釣り漁業や曳き縄釣り

漁業との兼業がみられ，大型のクラスは後述する

いわし浮しき網漁業と兼業することが多い．

　漁具：１インチ（外径34mm）の鉄製パイプ

（８～12ｍ）と２本のグラスファイバー製パイプ

（８～10ｍ）で「コ」の字型に結合させた外枠に網

を取り付ける．対象とする魚群の大きさに応じて

３種類の網を使い分ける．

　漁期・漁場及び漁獲物：

①漁期は５月下旬～６月上旬に始まり，年によっ

て大きく変わることはない．イカ釣り船からの

魚群の蝟集・出現状況の情報を参考にすること

もある．対象魚種はカタクチイワシが主体で，

体長は３cm 程度．ウルメイワシは集魚灯の威

嚇－後述の「操業 - ③」参照－により一斉に海

底に向かうのでほとんど漁獲できない．

②漁場は漁期初めはごく沿岸（水深10ｍ程度）に

形成され，漁期が進むにつれて沖合（水深60

～ 100ｍ程度）に移動する．主漁場は出雲市小

伊津沖合から松江市島根町沖合に形成され，か

つては恵曇漁港根拠の漁船が美保湾まで出向い

たこともあるという．

③漁期は７月下旬ぐらいまで続く．その時点では

体長８cm 程度まで成長する．魚体が大きくな

るにつれ遊泳力が増し，すくい網での捕獲が難

しくなるので操業を切り上げる．

　操業（図２）：

①深夜（午後11時～午前0時頃）出港し，航行し

ながら魚群探知機により海中の汚れ（いわゆる

レイヤー：魚群反応）を探す．

②漁場に着いたら錨をうち，水中灯（２～３個）

で集魚を開始する．船上の集魚灯も２～３灯点

灯する．午前２時半～３時くらいまで集魚を続

ける．

③水中灯をゆるやかに引き上げ海面直下に集魚す

る．船上の傘型の白熱灯火集魚灯を瞬時に点滅

すると魚がパニック状態になり，魚群が水面上

に盛り上がるような状態になる．魚群がパニッ

ク状態になったところで舷側から垂直に網を投

入し，すくい獲る．

④捕獲した魚を収納する．魚の捕れ具合にもよる

が，捕れるようならそのままの場所で直ちに次

の操業に着手する．夜明け前（午前４時頃）ま

での１時間半の間に５～６回繰り返す．

（ⅱ）いわし浮しき網漁業

　漁船：９トンクラスの本船と６トンクラスの補

助船（うら漕ぎ船と称する）の２隻で行う．本船

に３名，うら漕ぎ船に１名の乗組員で操業する． 
　漁期・漁場及び漁獲物：

①漁期は７月下旬から９月で盛漁期は８月であ

図２．すくい網の操業模式図
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る．前項１-（ⅰ）のすくい網漁業からいわし

浮しき網漁業に切り替える漁業者も多い．

②漁場は漁期の初めは沿岸（水深約60ｍ）に形成

され，魚体の成長につれてしだいに沖合化（水

深約130ｍ）する．主な漁場は，恵曇近海，地

蔵埼～日御碕，かんなか，多古鼻，横瀬，隠岐

島周辺（知夫里沖）の隠岐海峡周辺海域である．

③漁獲物はウルメイワシが主体であり，９cm 程

度のものが価格が高い．マイワシ，カタクチイ

ワシは初漁期の６cm 程度から終漁期の15cm 程

度までを漁獲する．

　操業（図３）：

①夕刻に本船，うら漕ぎ船ともに出港し，２隻で

魚群を探査しながら航走する．

②漁場を選定したら投錨し（本船とうら漕ぎ船と

の間隔は約50ｍ），水中灯で集魚を開始する．

午前２時半くらいまで続ける．

③各船で集めた魚群を本船周辺にまとめるため，

本船とうら漕ぎ船を合流させる．うら漕ぎ船の

水中灯を消し，本船の水中灯も１灯にして魚群

を集約する．

④本船が風や潮流で流されないようにうら漕ぎ船

図３．浮き敷き網漁業の操業模式図
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で調整する．本船で網を張る準備をする．その

間，魚群を移動させるため水中灯をうら漕ぎ船

との中間付近まで移動させる．

⑤網の準備が終わったら網側にバケツをかぶせた

水中灯を点灯させ，うら漕ぎ船側の水中灯を消

灯する．水中灯を網の中央部まで移動させ魚群

を網の中へ誘導したら揚網を開始する．

⑥日の出直前に１網だけの操業する．これには鮮

度がよい状態で水揚げするためといわし類の消

化管に内容物があると商品価値が下がるためそ

れを避けるためである．

２. 各漁業の漁況

　（ⅰ）いわしすくい網漁業

　この海域におけるいわしすくい網漁業の３地区

（恵曇・島根町・美保関町）における漁獲量の経

年変化を図４に示した．漁獲物のほとんどはカタ

クチイワシである．生物測定はしていないが，漁

業者からの聞き取りによれば漁獲物の体長は約３

cm～８cmである．出現時期や海域から判断して，

この魚群は春季発生群６）に相当すると思われる．

　カタクチイワシの漁況として３地区の1998年

～ 2009年の12年間の経年変動をみると，前半の

1998年から2002年にかけては1999年を除き不漁

であった．2003年から2008年の間は調査期間の

うち最高の漁獲量を示す年があり，それ以前に比

べ好漁で経過した．2008年は３地区とも豊漁で

あったが，翌年の2009年は３地区とも極度の不

漁となった．カタクチイワシ以外でみると，マイ

ワシが2009年に調査期間を通じて最も多く漁獲

された．これは３地区とも共通している．

　月毎の平均漁獲量の変化（図５）をみると，初

漁は５月に始まり６月にピークを迎え，７月にや

や低下した後，８月には大幅に減少して９月には

終漁する．マイワシは６月のみにみられる．10

～ 11月にもわずかに漁獲がみられる地区もある

が，６～７月のピークに比べると極めて小さい．

　今回の調査対象海域でのいわしすくい網漁業に

よるカタクチイワシ漁況（３地区の合計）とカタ

クチイワシ対馬暖流系群の資源評価調査６）から

得られたカタクチイワシシラスの漁獲量及び当歳

魚の推定資源尾数とを対比してみると，1998年

～ 2008年の11年間でシラス漁獲量との関係では

相関係数 r =0.02 ，当歳魚資源尾数とでは相関係

図３．浮き敷き網漁業の操業模式図（続き）

4 森脇晋平・開内　洋・中村初男・小谷孝治・竹森昭夫



数 r =－0.07となり，それぞれの相関関係は指摘

できない．また，日本海西部海域にけるカタクチ

イワシ漁獲量の経年変動をみると1998 ～ 2000年

は６～７万トンを変動していたが2001年には19

千トン弱と減少に転じ，その後は２万トン前後で

推移しており６），成魚を含めた漁獲量と対比して

も両者の変動傾向の類似性を指摘することは困難

である．このことは島根半島沿岸域を主漁場とす

るいわしすくい網漁業によるカタクチイワシ漁況

は対馬暖流系群の資源変動パターンとは必ずしも

一致せず，この周辺海域独自の変動要因で生起し

ていることを示している．

　なお，鳥取県側の漁獲統計として鳥取県漁業協

同組合境港支所の６～７月のカタクチイワシ漁獲

量と島根県側の統計資料（恵曇と島根町の２地

区の合計値）とは有意な正相関があり（n=8:2002
～ 2009年 r=0.74； p ＜0.05），最近の８年間では

島根半島部～鳥取県側の美保湾沿岸の漁況は共通

の要因により変動していると思われる．

（ⅱ）いわし浮しき網漁業

　いわし浮しき網漁業の漁況（図６）をみると，

調査期間内では漁獲量の１位（2005年）と２位

（2002年）は２地区（恵曇・島根町）で共通して

いる．2008年は極端な不漁であったが，2009年

はほぼ平年並みの漁況に回復した．漁獲物はウ

ルメイワシが主体でありカタクチイワシが10 ～

30％程度占める．年によりマイワシが漁獲され

ることがある．変動傾向をみると2002年以降は

２地区の漁況や魚種組成の量的変動傾向はよく一

致している．季節変動をみると漁期は７月に始ま

り８月にピークを迎える．９月には漁獲量は減少

し11月には終漁する（図７）．

　聞き取り調査によると，主漁獲対象魚のウルメ

イワシは体長約６cm ～ 15cm の範囲にあるので
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当歳魚７）と思われる．２つの地区のウルメイワ

シ当歳魚漁況をウルメイワシ対馬暖流系群の資源

評価調査７）で得られた当歳魚資源尾数と対比し

てみると，有意な相関はみられない（図８）．

　ただ，各点の分布をみると，今回の調査期間で

最も漁獲量の多かった2002年にはそれに見合う

０歳魚資源尾数は少なかったという点で，他の年

の分布パターンとは異なっている．2002年を特

異年として積極的に除く理由は見いだせないが仮

にこの点を除くと両者の間には有意な正相関が存

在する．これは両者の量的関係を暗示しているよ

うにも思われるが，得られた資料の範囲内では推

測の域をでない．

３. 漁況に及ぼす要因

　2008年と2009年の各漁業種におけるいわし類

幼魚の漁況（図４と６）をみると以下の特徴的な

ことを指摘できる；①カタクチイワシは2008年は

豊漁であったのに対して翌年の2009年は不漁で

あった．②ウルメイワシは2008年は極端な不漁で

あったが，翌2009年はほぼ平年並みの水準に回復

した．③2009年はマイワシの漁獲が目だった．

　前節で述べたように島根半島沿岸域～沖合域を

漁場とするいわしすくい網漁業から得られたカタ

クチイワシ当歳魚漁況は対馬暖流系群全体として

のその漁獲量や資源変動と連動している可能性は

低いと判断できる．そこでカタクチイワシ幼魚漁

況と地域的な環境変動や生物情報との関連性につ

いて検討するため，上述したカタクチイワシ漁況

にみられた2008年と2009年とに生じた豊凶に注

目して事例解析を行った．

（ⅰ）水温環境

　水温は水生生物の分布を検討する際の重要な環

境情報と思われる．ここでは鳥取県西部から山口

県沖合に至る日本海南西部沿岸域（図１）におけ

る３月～５月の水温環境について両年の高水温部

を比較検討した．この海域及び期間は今回調査対

象とした２つの漁業種の主な漁場となる島根半島

から隠岐海峡をふくみ，対象としたいわし類の主

要な産卵場・産卵期のひとつと考えられる．
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　３月～５月を通じて水温は2009年が高い傾向

にあった（図９）．３月では14℃の水塊体積の

占める割合は2008年ではほとんど無かったが，

2009年では17％を示した．13℃水塊体積の比率

も2009年が高い．４月でもこの傾向は持続して

おり14℃以上の水塊体積の占有率は2009年が約

2.6倍高い．５月になると両年の差異は縮まるが，

15℃以上の水塊体積占有率をみると2009年が約

1.5倍高い．

（ⅱ）卵・稚仔

　日本海南西部沿岸域の島根県及び山口県沖～対

馬海峡の東水道水域にかけて行われた卵・稚仔の

採集結果から2008年と2009年の結果（図10）を

対比すると次のようになる；①カタクチイワシ

卵の調査期間の合計では2009年が2008年の約2.1
倍の採集量であった．これは島根沖での１定点で

集中的に大量採集があったためである．一方，カ

タクチイワシ稚仔量合計値は４月に最低でその

後増加し，2008年では６月に最大値を示したが，

2009年では５月にピークを示した．期間中の総

計を比較すると2008年の結果は2009年の約1.3倍
であった．

　また，ウルメイワシ卵は2008年は５月に，

2009年は４月にそれぞれピークがあったが，４

月～６月の総計には大きな差異はなかった．ウル

メイワシ稚仔については2009年が2008年の約1.6
倍の採集量であった．

（ⅲ）マアジ加入量調査から得られたカタクチイ

ワシ幼魚の出現状況

　島根県水産技術センターでは他機関と共同でマ

アジ新規加入量調査８）を実施している．この調

査は日本海西部海域へのマアジ当歳魚の加入量を

推定するために設計・実施された調査ではあるが，

混獲されたカタクチイワシを2008年と2009年と

で比較検討した．２年とも調査点数，調査範囲は

同じで調査期間も５月下旬～７月初めでほぼ同時

期である（図11,12）．
　対象とした両年には採集個体数の差がみられ

た．採集数を単純に合計して比較すると2008年

は約５万５千尾余り，2009年は203尾である．こ

のような大きな差異が生じたのは，2008年には

１調査点で５万尾余りと４千尾余り採集された事

例があったのに対して2009年ではそのような大

量採集はみられず，最高でも１調査点当たり100

尾余りであった．九州北部を除いた131° E 以東

の海域を比較すると2008年は4,698尾，2009年は

203尾で大きな差があった．なお採集されたカタ

クチイワシの体長は約２～５cm の範囲にあった．

　　　

（ⅳ）水塊配置

　すくい網漁業と浮きしき網漁業のそれぞれの盛

漁期である６月及び８月を中心に４月～９月につ

いて漁場周辺海域の水塊配置を100ｍ深の等温線

で比較検討した（図13,14）．
　2008年４～５月には島根沖冷水が発達し，隠

岐諸島の沖合にも冷水の出現がみられる．このた

め隠岐諸島～山口沖にかけて顕著な前線帯がみら

れる．この海況パターンは７月まで継続し，特に

５月～６月には前線滞は本土側の日御碕や隠岐北

方に接近した．８月には前線帯はいったん離岸傾

向を示し，日御碕～隠岐諸島の西方水域の前線帯

と陸岸との幅は拡大した．９月には再び島根沖冷

水の発達／接岸が認められた．一方，2009年で

は前年とは逆に島根沖冷水は著しく北退している

7沿岸漁業の複合経営に関する研究－Ⅱ



 

 

 

 

 

 

図11. 中層トロールによるカタクチイワシの採集状況（2008年）． 図12. 中層トロールによるカタクチイワシの採集状況（2009年）
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のが特徴的である．その勢力の中心は５月～６月

は西方に大きく偏っているようにみえ，そのため

前線帯は不明瞭である．７月にはやや接岸傾向が

見られたものの８月には大きく離岸した．

４. 若干の議論

　日本海南西沿岸域の島根半島沿岸部～隠岐海峡

の水域にいわし類当歳魚を対象とする漁場が形成

され，その漁獲量は年により変動はあるが年間

700 トン近くに達する年もある．最近の５年間の

平均漁獲量は約520 トンである．シラス船曳網９）

や鳥取県側の漁獲量を加算すれば１千トンレベル

に及ぶであろう．日本海南西部沿岸域では山口県

沖に同様ないわし類当歳魚を対象とした漁場が形

成され２），最近の漁獲量は２千～３千トンの範囲

を変動している．このように対馬海流域では山口

沖だけでなく隠岐海峡の本土側を中心とした陸棚

の広い海域にいわし類当歳魚を対象とした優良な

漁場が形成されている．

　次にカタクチイワシが豊漁であった2008年と

不漁であった2009年を比較することにより，漁

況に及ぼす種々の要因について検討を加えた．ま

ず，水生生物の生育環境を第一義的に支配するで

あろう水温条件を比較したところ，対象とした

２ヵ年の水温状態は2008年が相対的に低く2009

年の方が高かったが，月を経るにつれてその差は

小さくなった．カタクチイワシの資源への新規加

入量は成長速度と密接に関連していることが指摘

されており10），黒潮続流域，東シナ海及び相模湾

でカタクチイワシ仔魚の成長速度を環境要因と比

図13．2008年の日本海南西沿岸域の海況の変化．100ｍ深の等水温線図（日本海区水産研究所ホームページより）
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較した結果によれば仔魚に影響する環境要因は水

温が一次要因である11）．カタクチイワシは温暖な

水塊に適応した魚種12）であるのでカタクチイワ

シにとって水温の高かった2009年の方が成長速

度も早かったと思われ，新規加入にとっては好条

件であったと思われるが，カタクチイワシ当歳魚

を主対象とするすくい網漁業は2009年は実際に

は不漁であった．これに関して鳥取沖のカタク

チイワシの産卵生態について検討した志村ほか13）

によると，この海域のカタクチイワシは約12℃で

産卵可能であり，低水温ではあるが餌料環境のよ

い時期に産卵するという戦略をとっているので，

今回比較対象とした水温環境（図９）では生残－

新規加入－に影響をあたえるような差はなかった

のかもしれない．

　得られた結果からカタクチイワシについて，卵・

仔魚・幼魚期の一連の成長過程における現存量指

数を2008年と2009年とで比較したが，卵・仔魚

期ではすくい網漁獲量（図４）にみられたような

顕著な現存量の差異は認められなかった．幼魚期

については中層トロールでの採集結果（図11,12）
によると，東経131度以東の山口～島根沖では

2009年の現存量の方が少ないようにみえるし，

2008年７月上旬に玄界灘沖でみられたような大

量の採集がなかったのは，2009年は現存量が低

かったことによるのかもしれない．これが2009

年の漁獲量の急減に反映されたとすると漁獲量に

反映されるような現存量の差異が生じたのは卵・

仔魚期ではなく，幼魚（体長２～５cm）以降と

推測される．

図14．2009年の日本海南西沿岸域の海況の変化．100ｍ深の等水温線図（日本海区水産研究所ホームページより）
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　カタクチイワシ産卵量の多寡が必ずしも漁獲の

向上につながらず，産卵量もしくは摂餌開始仔魚

の分布量のみから漁獲加入サイズの資源量を予測

することは困難であることが報告されている14）．

また，山口県日本海側で漁獲されるカタクチイワ

シ春生まれ当歳魚漁獲量と漁場の沖合側北緯35°

以南の水域における産卵量及び仔魚現存量との間

には相関は認められない15）．これらの知見と2008

年と2009年に見られた卵，稚仔，幼魚の一連の

量的変動を考慮すると，中層トロール調査でみら

れた幼魚期以降の現存量の差異が島根半島沿岸部

～隠岐海峡の漁場への加入量変動に影響を与えて

いる可能性が示唆される．

　水塊配置パターンには両年で顕著な差異がみ

られた．2008年春季には島根沖冷水塊が接岸し

たのに対して2009年には冷水塊は北退していた．

このため2008年には前線帯が日御碕沖～隠岐諸

島にかけて接岸していたのに対して，2009年春

季では冷水塊は後退し隠岐諸島以西の本州側の水

域は広く暖水に覆われて沿岸域には顕著な前線帯

は存在しなかった．この事実を流動場の視点から

みると，2008年春～初夏にかけては沖合分枝と

沿岸分枝が合流して16），陸棚沿いに北上したと考

えられる．５～６月に冷水が沖合から沿岸に接岸

したときには日御碕沖の流量が増大することも指

摘されている17）．　

　ところで陸棚の幅が急変している場所では陸棚

捕捉流が剥離して過流域を生じやすい18）．このよ

うな地形的特徴を有する日御碕沖合海域では，卓

越沿岸流が剥離して接岸反流が発達することが予

想される．そして，このことは沿岸流に運ばれて

きた仔稚魚がこうした海域の沿岸域に到達しやす

くなると考えられる．対馬海流域では沿岸の方が

沖合側より水温が高く，クロロフィル量が大きい

海域がみられる19）ことから，仔魚が接餌可能な

餌料生物密度も高く仔魚にとって好適な生育場で

あると考えられる．このように沿岸域は安定した

好適な環境条件にあるといえ，沿岸域で仔稚魚か

ら若魚に成長しながらしだいに漁場に加入してく

ると思われる．逆に沿岸域に到達できない仔魚は

低水温や餌不足によって成長が抑制され漁獲加入

する確率が低くなると推測する．まき網漁業によ

るカタクチイワシ漁場分布の移動をみると，当歳

魚が漁獲され始める７月～８月では漁場は沿岸に

形成され20），これを魚群の移動ととらえると，加

入魚群は沖合や西からの加入ではなくむしろ沿岸

から加入しているようにみえる．このことは沿岸

域が生育場となりそこから沖合へ移動しているこ

とを暗示しているように思われる．事実，６月の

この近隣沿岸域はいわし類幼魚と推定される魚群

が濃密に分布することが分かっている21，22）．　

　このように考えると，好・不漁と海況パターン

との関係は海況条件の変化に伴ってどのような補

給輸送・接岸経路が形成されるかという問題とし

て解釈できる．2008年は①春季の冷水塊が出現

したため沿岸流が卓越し，そのため②発達した接

岸流にとらえられた稚仔が多量に接岸したため，

③幼魚としての加入が促進され豊漁となった，と

も考えられる．

　すでに指摘したように日本海南西部沿岸海域で

いわし類当歳魚を対象とした漁場が形成されるの

は山口県沖と隠岐海峡周辺海域である．これら２

つの漁場では海底地形の状況からみると陸棚域が

発達している海域であり，特に100ｍ等深線を指

標とすると，それ以浅の陸棚域の幅が急に広く

なっている海域（図１）とほぼ符合するようにみ

える．

　このように海況条件と地形的条件とに駆動され

た生物の輸送・補給過程が加入量変動に大きく関

与してカタクチイワシ当歳魚漁況に影響を与えて

いる可能性を示した．ここで「卵・稚仔と流れと

の関係を無生物粒子と流れとの関係」におきかえ

てはいけない，という指摘23）は重要である．同

じ海況の変化であっても異なる側面が例えばカタ

クチイワシとウルメイワシの初期生残過程に違っ

た影響を与えているのかもしれない．環境が与え

る影響は生物側の条件によって異なることを十分

に認識する必要がある．今回取り扱ったウルメイ

ワシ当歳魚漁況が海況よりも資源水準に規定され

る比重の大きい可能性が暗示されれたのもこの一

例である．ここでは 「人間の目で理解した海の状

態－海況－をサカナの立場で見直す」24）という

視点を強調しておきたい．この主張は，二十世紀

はじめにユクスキュル 25）が生物独自の世界を解

説したが，「外部環境の多用な情報のなかから独

自の情報にのみ反応するといった行動を詳しく観

察することによって，彼らの世界を推測すること

は可能であろう」26）と基本的に同義であろう．
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